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ところ
主催・
連絡先

春本番の二重川 船橋市議会船橋再発見 　
新
年
度
予
算
を
審
議
す
る
令
和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
第
1
回
定
例
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
開

会
期
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
広
が
り
、
小
中
高
特
別
支
援
学
校
の
一
斉
休
校
な
ど
、
市

民
生
活
や
営
業
へ
の
影
響
が
広
が
り
始
め
た
時
期
で
し
た
。

　
船
橋
市
は
こ
う
し
た
市
民
生
活
に
背
を
む
け
、
新
年
度
予
算
は
行
財
政
改
革
の
集
中
取
り
組
み
期

間
と
し
て
市
民
へ
の
負
担
増
と
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
を
押
し
付
け
る
内
容
で
す
。
国
民
健
康
保
険
料
や

下
水
道
料
金
の
値
上
げ
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
や
、
公
共
施
設
の
使
用
料
値
上
げ
、
市
営
住

宅
や
運
動
公
園
・
法
典
公
園
等
で
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
で
す
。
市
民
生
活
を
さ
ら
に
痛
め
つ

け
る
も
の
で
、
日
本
共
産
党
は
負
担
増
を
中
止
す
る
予
算
組
み
替
え
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
検
査
体
制
、
習
志
野
基
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
問
題
や
金
杉
台
中
の

廃
校
計
画
の
問
題
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

議 会 運 営 委 員
建 設 委 員
都市計画審議委員

文 教 委 員
四市複合事務組合職員

松崎 さち

総 務 委 員

西船2-12-8-13-B
432-9317

広 報 委 員
市民環境経済委員

坂井 洋介
高根台7-14-4-1
404-2039

健康福祉委員

神子そよ子
咲が丘4-12-8
☎769-7271

市
議
会
議
員

　二重川の土手は、春どまん中です。桜が散って菜

の花や梨の花が満開です。

　ダイサギ（写真）、アオサギ、カワウなどの野鳥が

幅を効かせて飛び回っています。カワセミやホオジ

ロなどが遠慮がちに身を隠します。冬に渡って来る

野鳥の種類が、近年極端に減ってきたのが残念です。

地球温暖化がここにも…。

海
老
川
上
流
地
区
開
発
に
93
億
円
の
市
費
投
入
ね
ら
う

医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
に
も
影
響
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
の
予
算
組
み
替
え
案
（
抜
粋
）

　

市
民
負
担
増
の
「
行
財
政
改

革
」
の
一
方
、
「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ

ウ
ン
」
海
老
川
上
流
地
区
区
画

整
理
事
業
に
は
特
別
扱
い
で
す
。

　

質
疑
で
は
、
事
業
組
合
の
事

業
総
額
１
５
８
億
円
の
う
ち
、

◇
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

早
期
実
施
を
求
め
る

　

２
月
25
日
に
行
わ
れ
た
議
案

質
疑
で
、
船
橋
市
保
健
所
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
船
橋
市
は
検
査

を
行
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
２
週
間
後
の
３
月
11
日
か

ら
、
市
で
の
検
査
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
は
、
市
内
の
検
体
は
す

べ
て
、
市
の
保
健
所
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
指
定
管
理
制
度
の
問
題
点

　

３
月
28
日
に
集
団
感
染
が
発

生
し
た
、
船
橋
市
障
害
者
支
援

施
設
「
北
総
育
成
園
」
で
は
、

船
橋
市
が
43
億
円
を
補
助
す
る

こ
と
、
東
葉
高
速
線
新
駅
設
置

費
用
の
約
50
億
円
と
合
わ
せ
て

約
93
億
円
を
市
の
予
算
か
ら
支

出
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

同
事
業
地
内
に
市
立
医
療
セ
ン

67
名
の
職
員
の
う
ち
40
名
が
感

染
し
、
施
設
運
営
が
深
刻
な
事

態
と
な
り
ま
し
た
。
「
北
総
育
成

園
」
は
、
指
定
管
理
制
度
で
社

会
福
祉
法
人
が
運
営
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
の
緊
急
事
態
に
際

し
、
船
橋
市
が
職
員
を
配
置
し

て
、
入
所
者
の
支
援
に
当
た
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

障
害
者
施
設
の
入
所
者
へ
の

支
援
は
、
知
識
や
経
験
の
あ
る

職
員
が
必
要
で
す
。
市
が
緊
急

に
対
応
で
き
た
の
は
、
直
営
で

運
営
す
る
障
害
者
施
設
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　

感
染
症
や
災
害
な
ど
の
緊
急

事
態
に
備
え
る
た
め
に
も
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
直
営
で
継
続
し

続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〔歳出の削減、歳入増〕 （千円）

運動公園、法典公園の駐車場有料化のための工事を中止 129,000

運動公園、法典公園、一宮少年自然の家、市営住宅の指
定管理者選定をやめる 392

保育園や学校の保護者に、日本スポーツ振興センター共
済掛金を一部負担させるためのシステム改修を中止する 11,000

海老川上流地区での新駅計画の負担金支出を中止する 36,300

船橋駅南口再開発事業の元金返済を停止する 50,000

減債基金を取り崩す 4,819,338

〔予算に追加するもの〕 （千円）

小・中・特別支援学校の給食費を半額にする 1,252,552

18 歳未満の子どもについて、国保の均等割保険料（年間
35,950 円）を無料にする 243,202

国民健康保険料の一人 3,000 円値上げを中止する 350,000

公共施設の使用料値上げを中止する 32,395

下水道使用料の値上げを中止する 226,000

白内障手術に係る特殊眼鏡等費用助成制度を廃止しない 4,270

はり・きゅう・マッサージ等費用の助成額を1,000 円
→ 800 円に減らさない 3,792

パソコン講習事業の縮小をやめる 1,030

青少年海外視察派遣費補助金の廃止をやめる 1,200

ホタル鑑賞会のためのホタル飼育を続ける 657

タ
ー
が
購
入
す
る
用
地
費
の

61
億
円
も
開
発
事
業
の
財
源
で
、

民
間
開
発
で
あ
り
な
が
ら
事
業

費
の
２
／
３
を
船
橋
市
が
出
す

優
遇
ぶ
り
で
す
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
費
は
、

用
地
購
入
費
61
億
円
を
含
め
総

額
４
３
７
億
円
で
す
。
全
額
借

入
れ
、
元
金
と
利
息
を
併
せ
て

４
８
６
億
円
の
内
、
２
７
６
億

円

を

市

の

予

算

か

ら

支

出
、

２
１
０
億
円
を
医
療
セ
ン
タ
ー

会
計
で
負
担
し
ま
す
。
38
年
間

の
返
済
で
す
が
船
橋
市
と
医
療

セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
重
い
負
担

で
す
。

　

そ
の
上
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建

て
替
え
が
、
区
画
整
理
事
業
に

振
り
ま
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
新

た
な
医
療
セ
ン
タ
ー
用
地
は
当

初
、
駅
前
で
し
た
が
駅
か
ら
離

れ
た
地
区
へ
変
更
と
な
り
、
使

い
勝
手
が
悪
く
医
療
セ
ン
タ
ー

建
設
費
の
増
加
の
恐
れ
も
出
て

い
ま
す
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え

は
区
画
整
理
事
業
と
切
り
離
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
共
産
党
は
市
長
提
案
の

予
算
に
対
し
、
組
み
替
え
動
議

を
提
出
し
ま
し
た
（
表
参
照
）。

行
革
に
よ
る
市
民
へ
の
負

担
増
の
中
止
や
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
子
ど
も
の
貧

困
対
策
と
し
て
、
学
校
給

食
費
の
半
減
、
子
ど
も
の

国
保
料
無
料
化
な
ど
、
子

育
て
世
帯
へ
の
経
済
支
援

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

財
源
は
財
源
調
整
基
金
が

あ
る
の
に
別
に
貯
め
こ
ん

で
い
る
減
債
基
金
を
使
い

ま
す
。
他
会
派
が
「
私
ど

も
の
考
え
と
乖
離
し
て
い

る
（
自
民
）」
な
ど
と
反

対
し
否
決
し
ま
し
た
。

6月10日（水）
7月15日（水）

行
革
を
中
止
し 

く
ら
し
を
守
る

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
!!
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陸
上
自
衛
隊
が
運
用
す
る
「
オ
ス
プ
レ
イ
」
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

　

無
所
属
の
は
ま
の
太
郎
議
員

が
提
出
者
、
日
本
共
産
党
市
議

団
が
賛
成
者
と
な
っ
て
提
出
し

た
、
「
陸
上
自
衛
隊
が
運
用
す

る
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
『
オ
ス

プ
レ
イ
』
が
陸
上
自
衛
隊
習
志

野
駐
屯
地
・
演
習
場
へ
飛
来
す

　

３
月
議
会
に
お
け
る
議
案
・
発
議
案
・
陳
情
に
関
す
る
各
議
員
の
態
度
表
明
（
主
な
も
の
）

船橋市議会 議案 発議案 陳情

会派 市議名 
 

（敬称略）

住　所 
 

「ふなばし市
議会だより」
№238より 

 
（事）は事務所

第
１
号

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

第
18
号

国
保
料
３
０
０
０
円
引
き
上
げ

第
34
号

市
営
住
宅
の
指
定
管
理
導
入

オ
ス
プ
レ
イ
が
習
志
野
演
習
場
へ

飛
来
す
る
こ
と
に
関
す
る
地
域
住

民
へ
の
説
明
を
求
め
る

金
杉
台
中
学
校
に
関
す
る

意
見
交
換
の
継
続
を
求
め
る

す
べ
て
の
子
ど
も
に
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
を
求
め
る

自
家
採
取
を
規
制
す
る
種
苗
法
改

定
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る

結　　果 可決 可決 可決 可決 不採択不採択不採択

日
本
共
産
党

岩井　友子 丸　山 × × × ○ ○ ○ ○

金沢　和子 夏見（事） × × × ○ ○ ○ ○

神子そよ子 咲が丘 × × × ○ ○ ○ ○

坂井　洋介 高根台 × × × ○ ○ ○ ○

松崎　さち 西　船 × × × ○ ○ ○ ○

自
由
市
政
会

大沢ひろゆき 夏　見 ○ ○ ○ ○ × × ×

大矢　敏子 宮本（事） ○ ○ ○ ○ × × ×

川井　洋基 馬込町 ○ ○ ○ ○ × × ×

小平　奈緒 芝　山 ○ ○ ○ ○ × × ×

島田たいぞう 二和東 ○ ○ ○ 退 × × ×

滝口　一馬 本　町 ○ ○ ○ ○ × × ×

中村　静雄 二和東 ○ ○ ○ ○ × × ×

林　　利憲 薬円台（事） ○ ○ ○ ○ × × ×

藤代清七郎 古和釜町 ○ ○ ○ ○ × × ×

米原まさと 行田（事） ○ ○ ○ ○ × × ×

渡辺　賢次 大穴南 ○ ○ ○ ○ × × ×

公　

明　

党

石﨑　幸雄 松が丘 ○ ○ ○ ○ × × ×

上田　美穂 小室町 ○ ○ ○ ○ × × ×

木村　　修 旭　町 ○ ○ ○ ○ × × ×

桜井　信明 三　咲 ○ ○ ○ ○ × × ×

鈴木いくお 前貝塚町 ○ ○ ○ ○ × × ×

鈴木　心一 松が丘 ○ ○ ○ ○ × × ×

橋本　和子 金　杉 ○ ○ ○ ○ × × ×

藤川　浩子 松が丘 ○ ○ ○ ○ × × ×

松嵜　裕次 薬円台 ○ ○ ○ ○ × × ×

松橋　浩嗣 南本町 ○ ○ ○ ○ × × ×

市
民
民
主
連
合

浦田　秀夫 松が丘 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

岡田とおる 東船橋（事） ○ ○ ○ ○ ○ × ○

神田　廣栄 駿河台 ○ ○ ○ ○ ○ × ○

斉藤　　誠 海　神 ○ ○ ○ ○ ○ × ○

高橋けんたろう 二和東（事） ○ ○ ○ ○ ○ × ○

つまがり俊明 高根台 ○ ○ ○ ○ ○ × ○

三橋さぶろう 習志野台（事） ○ ○ ○ ○ ○ × ○

宮崎なおき 滝台町（事） ○ ○ ○ ○ ○ × ○

自
由
民
主
党

浅野　賢也 夏見（事） ○ ○ ○ × × × ×

いとう紀子 三　山 ○ ○ ○ × × × ×

佐々木克敏 習志野台（事） ○ ○ ○ × × × ×

七戸　俊治 三　山 ○ ○ ○ × × × ×

杉川　　浩 湊　町 ○ ○ ○ × × × ×

滝口　　宏 咲が丘 ○ ○ ○ × × × ×

長野　春信 前原東（事） ○ ○ ○ × × × ×

真
政
会

石川りょう 芝　山 ○ ○ ○ × × × ×

齊藤　和夫 高根台 ○ ○ ○ × × × ×

鈴木　和美 西習志野（事） ○ ○ ○ × × × ×
み
ら
い

＠
船
橋

朝倉　幹晴 行　田 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

池沢みちよ 高根台（事） ○ × ○ ○ ○ ○ ○

無
所
属

今仲きい子 東船橋（事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

小川　友樹 二　宮 ○ ○ ○ ○ ○ × ×

はまの太郎 松が丘（事） × × × ○ ○ × ×

る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
域
住
民

へ
の
十
分
な
説
明
を
求
め
る
意

見
書
」
が
、
本
会
議
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

意
見
書
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
の

配
備
に
反
対
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
習
志
野
駐
屯
地

や
演
習
場
周
辺
の
住
民
に
対

し
、
政
府
が
十
分
説
明
す
る
よ

う
求
め
る
内
容
で
す
。
市
内
の

市
民
団
体
か
ら
、
各
議
員
へ
の

働
き
か
け
や
議
会
の
傍
聴
な
ど

が
取
り
組
ま
れ
可
決
へ
の
後
押

し
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
オ
ス
プ
レ

イ
の
暫
定
的
な
配
備
自
体
に
反

対
を
し
て
い
ま
す
が
、
説
明
を

求
め
る
市
民
の
声
と
、
そ
れ
に

応
え
た
議
会
の
意
思
決
定
は
、

非
常
に
重
要
な
成
果
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
配
備
に
反
対
す
る

と
共
に
、
市
民
へ
の
説
明
会
の

実
現
に
む
け
て
、
力
を
尽
く
し

ま
す
。

行
財
政
改
革
　
弱
い
者
い
じ
め
つ
づ
く

金
杉
台
中
学
校
の
存
続
を

　

２
０
２
０
年
度
国
民
健
康
保

険
料
の
引
き
上
げ
（
均
等
割
分
）

１
人
３
０
０
０
円
が
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
消
費
税

が
10
％
に
な
り
、
高
齢
者
や
低

所
得
者
の
加
入
が
多
い
保
険
料

の
値
上
げ
は
、
ま
す
ま
す
滞
納

者
を
増
や
し
、
市
民
か
ら
医
療

を
取
り
上
げ
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

金
杉
台
中
学
校
の
存
続
を
求

め
る
保
護
者
や
地
域
の
声
を
無

視
し
、
３
月
５
日
、
船
橋
市
教

育
委
員
会
議
は
２
０
２
３
年
４

月
に
金
杉
台
中
学
校
を
御
滝
中

学
校
に
統
廃
合
す
る
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
。
学
校
規
模
の
適

正
化
と
い
う
コ
ス
ト
優
先
の
決

定
で
す
。

　

し
か
し
、
金
杉
台
中
学
校
の

継
続
を
望
む
声
は
根
強
く
、
特

に
一
番
地
元
の
金
杉
台
小
学
校

の
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

　

さ
ら
に
行
革
の
中
で
は
県
の

制
度
に
合
わ
せ
、
船
橋
市
単
独

で
実
施
し
て
き
た
重
度
心
身
障

害
者
の
医
療
扶
助
対
象
か
ら
65

歳
以
上
で
新
た
に
重
度
心
身
障

害
者
手
帳
を
取
得
し
た
方
を
除

外
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
実
際
に
年
間
２
０
０
名

を
超
え
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低

で
は
継
続
を
望
む
が
52
％
、
統

合
に
賛
成
が
45
％
と
継
続
を
望

む
声
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。
Ｕ

Ｒ
の
金
杉
台
団
地
内
に
あ
り
、

金
杉
台
小
学
校
と
金
杉
台
中
学

校
の
小
中
連
携
教
育
が
取
り
組

ま
れ
る
な
ど
、
保
護
者
や
子
ど

も
た
ち
か
ら
小
規
模
校
の
良
さ

が
評
価
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

し
か
も
統
合
す
る
御
滝
中
学
校

は
生
徒
数
が
多
く
体
育
館
や
校

庭
が
足
り
ず
部
活
動
も
制
限
さ

れ
る
な
ど
適
正
規
模
と
は
言
え

な
い
大
規
模
校
で
、
矛
盾
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
に
と
っ
て
も
廃
校
は
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
影
響
し
、

廃
校
よ
り
も
団
地
の
空
き
家
の

再
生
で
若
い
世
代
を
呼
び
込
む

対
策
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
に
な
る
事
を
市
も
認
め
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
市
民
い
じ

め
の
行
革
は
実
施
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
全
て
の
結
果
は
こ
ち
ら
→

　
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

※�「
国
保
引
き
上
げ
撤
回
を
求
め
る
陳
情
」は
、第
18
号
議
案
が
可
決
さ
れ
た
た
め
、　

議
論
も
せ
ず
に
不
採
択
が
決
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　退＝退席　※日色健人（議長）は採決に加わりません


